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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

血液中に循環している血中循環腫瘍細胞（Circulating Tumor Cell：CTC）は、がんの転移との関連

が示唆されており、その遺伝子情報を解析することで、効果的な抗がん剤選択や創薬プロセスの加速化

への応用が期待される。 

今回の開発研究では、CTCの核酸解析プラットフォームに必要な要素技術（CTCの濃縮、検出、分離、

核酸増幅）を確立し、また、全トランスクリプトーム増幅にも成功した。開発した細胞回収や細胞分離・

核酸分析の要素技術はCTC以外にも応用が考えられ、環境微生物等においてゲノム増幅に成功している。

チーム内連携も適切に行われており、駒込病院グループとの連携で臨床サンプルによる検証が行われ、

本システムの有用性が示された。また、日立化成グループでは、臨床現場における利用に向けた検討が

進められている。 

 一方、診断機器としての臨床応用に向けては、パイロット実験を超えて、さらなる臨床サンプルを使

った評価の積み増しが必要とされた。今後は、さらなる臨床サンプルの評価・検討により、システムの

特徴や先行する技術に対する優位性を示すことが望まれる。さらに、本システムの研究領域での新しい

知見や創薬への応用にも期待したい。 
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